
12
市民の意見  NO.177　2019/12/1

特
集
　
金
と
メ
ン
ツ
の
環
境
政
策
に
決
別
を
！

石
炭
火
力
発
電
所
の
輸
出
を
後
押
し
す
る
　

公
的
支
援
の
実
態

結
論
か
ら
言
え
ば
、
高
効
率
火
力
発
電
や
原
子

力
発
電
の
輸
出
を
「
先
進
的
な
低
炭
素
技
術
の
海

外
展
開
支
援
」
と
し
て
推
進
し
て
き
た
日
本
【
１
】

は
、
今
も
そ
の
姿
勢
を
変
え
て
い
な
い
。
日
本
の

石
炭
火
力
発
電
所
の
輸
出
は
日
本
の
官
民
に
よ
る

オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
体
制
で
、
公
的
金
融
機
関
の
手

厚
い
支
援
の
下
に
推
進
さ
れ
て
き
た
。
日
本
政
府

に
よ
る
海
外
の
石
炭
火
力
発
電
設
備
に
対
す
る
支

援
（
発
電
所
そ
の
も
の
の
建
設
・
稼
働
事
業
の
み
な
ら
ず
、

ボ
イ
ラ
ー
、
タ
ー
ビ
ン
等
機
器
の
み
の
輸
出
も
含
む
）
は
、

経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
加
盟
国
の
な
か

で
最
大
、
世
界
で
も
中
国
に
続
き
二
番
目
と
多
大

な
額
に
の
ぼ
っ
て
い
る
【
２
】。

日
本
政
府
に
よ
る
石
炭
火
力
発
電
所
の
輸
出

支
援
は
、
公
的
機
関
で
あ
る
国
際
協
力
銀
行
（
Ｊ

Ｂ
Ｉ
Ｃ
）、
日
本
貿
易
保
険
（
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
）、
国
際
協

力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の
３
機
関
を
通
じ
て
行
な

わ
れ
て
い
る
。「
環
境
・
持
続
社
会
」
研
究
セ
ン

タ
ー
（
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｅ
Ｓ
）
の
調
べ
【
３
】
に
よ
れ
ば
、

２
０
０
３
年
か
ら
２
０
１
８
年
に
か
け
て
Ｊ
Ｂ
Ｉ

Ｃ
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
支
援
し
た
石
炭
火

力
発
電
事
業
の
件
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ
28
件
、
19
件
、

７
件
（
支
援
案
件
が
重
な
る
も
の
も
あ
る
た
め
、
３
機
関

に
よ
る
支
援
件
数
の
総
数
は
34
件
）
で
、
Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
が

約
１
３
４
億
ド
ル
の
投
融
資
契
約
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
が

47
億
ド
ル
の
付
保
契
約
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
37
億
ド
ル

の
円
借
款
契
約
を
締
結
し
て
い
る
。
３
機
関
の
支

援
案
件
の
総
発
電
容
量
は
約
36 

GW
に
の
ぼ
り
、
そ

の
推
定
年
間
二
酸
化
炭
素
排
出
量
は
約
２
・
２
億

ト
ン
で
、
日
本
国
内
の
年
間
二
酸
化
炭
素
排
出
量

の
約
２
割
に
相
当
す
る
。

世
界
の
「
脱
炭
素
化
」
の
潮
流

欧
米
の
政
府
機
関
や
国
際
機
関
は
、
早
く
か
ら

脱
石
炭
へ
の
方
針
転
換
を
始
め
て
い
た
。
一
つ
の

き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
オ
バ
マ
大
統
領
が

２
０
１
３
年
６
月
に
発
表
し
た
気
候
行
動
計
画
の

中
で
、
公
的
金
融
機
関
に
よ
る
海
外
の
石
炭
火
力

発
電
事
業
に
対
す
る
投
融
資
支
援
を
停
止
す
る
よ

う
に
呼
び
か
け
た
こ
と
だ
。２
０
１
３
年
だ
け
で
、

世
界
銀
行
、
欧
州
投
資
銀
行
（
Ｅ
Ｉ
Ｂ
）、
欧
州
復

興
開
発
銀
行（
Ｅ
Ｂ
Ｒ
Ｄ
）な
ど
の
国
際
金
融
機
関
、

そ
し
て
、
英
・
北
欧
諸
国
の
政
府
が
、
海
外
の
石

炭
火
力
発
電
事
業
に
対
す
る
公
的
支
援
の
原
則
廃

止
・
規
制
強
化
を
次
々
と
発
表
し
た
。

気
候
変
動
対
策
に
後
ろ
向
き
な
ト
ラ
ン
プ
政
権

が
発
足
し
、
２
０
１
７
年
６
月
に
パ
リ
協
定
か
ら

石
炭
火
力
発
電
所
の
輸
出
を
継
続
す
る
日
本

―
気
候
危
機
は
日
本
の
私
た
ち
の
目
の
前
に波

多
江
秀
枝
・
深
草
亜
悠
美

気
候
危
機
の
時
代
に
求
め
ら
れ
る
変
革

気
候
変
動
に
よ
る
影
響
が
深
刻
に
な
っ
て
い

る
。
日
本
で
も
、
毎
年
の
よ
う
に
巨
大
台
風
や
豪

雨
に
よ
り
多
く
の
命
が
失
わ
れ
て
い
る
。
気
候
変

動
対
策
は
待
っ
た
無
し
だ
。世
界
で
は
社
会
の「
脱

炭
素
化
」、
特
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
が
も
っ

と
も
多
い
電
力
源
で
あ
る
石
炭
火
力
発
電
か
ら
の

脱
却
が
進
ん
で
い
る
。
地
球
の
平
均
気
温
の
上
昇

を
産
業
革
命
前
と
比
べ
て
１
・
５
℃
に
抑
え
る
と

い
う
パ
リ
協
定
の
目
標
達
成
と
、
新
規
の
石
炭
火

力
発
電
所
の
建
設
は
整
合
し
な
い
と
科
学
的
に
も

明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

そ
ん
な
中
、
諸
外
国
で
は
化
石
燃
料
関
連
企
業

か
ら
の
投
資
撤
退
（
ダ
イ
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
）
の
流
れ

が
急
速
に
広
が
っ
て
い
る
。
最
近
で
は
日
本
の
民

間
金
融
機
関
や
商
社
も
石
炭
火
力
や
炭
鉱
か
ら
の

撤
退
を
表
明
し
始
め
た
。
果
た
し
て
こ
の
流
れ
は

気
候
変
動
を
止
め
る
の
だ
ろ
う
か
？　

日
本
の
取

り
組
み
の
実
態
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。



13
市民の意見  NO.177　2019/12/1

特
集
　
金
と
メ
ン
ツ
の
環
境
政
策
に
決
別
を
！

の
離
脱
を
表
明
し
た
後
も
、
世
界
の
脱
石
炭
の
動

き
は
む
し
ろ
全
体
的
に
加
速
し
て
い
る
と
言
え

る
。
２
０
１
７
年
11
月
に
開
催
さ
れ
た
国
連
気
候

変
動
枠
組
条
約
第
23
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
23
）

で
は
、
英
国
と
カ
ナ
ダ
政
府
主
導
で
石
炭
火
力

発
電
の
廃
止
を
目
指
す
脱
石
炭
連
合
（Pow

ering 
Past Coal A

lliance

：
Ｐ
Ｐ
Ｃ
Ａ
）
が
形
成
さ
れ
、
フ

ラ
ン
ス
や
メ
キ
シ
コ
、
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

な
ど
も
参
加
。
欧
州
の
保
険
会
社
、
銀
行
、
年
金

基
金
に
つ
い
て
は
、
早
期
か
ら
石
炭
関
連
企
業
・

事
業
か
ら
の
投
資
撤
退
（
ダ
イ
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
）
を

表
明
し
て
き
た
が
、
ダ
イ
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
の
基
準

を
強
化
す
る
動
き
が
広
が
っ
て
き
て
い
る
。

世
界
の
脱
炭
素
化
の
流
れ
に
逆
行
す
る
日
本

の
官
民

こ
う
し
た
脱
石
炭
の
潮
流
と
真
逆
の
方
向
に
突

き
進
ん
で
い
る
日
本
の
姿
勢
は
、
前
述
の
通
り
際

立
っ
て
い
る
。
近
年
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
や
Ｇ
７
な
ど
の
国

際
会
議
の
度
に
、
国
内
外
で
新
規
の
石
炭
火
力
発

電
所
の
建
設
を
推
進
す
る
日
本
の
姿
勢
が
問
題
視

さ
れ
て
き
た
。
２
０
１
７
年
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
23
で
は
、

Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
が
同
会
議
の
開
催
期
間
中
に
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
・
チ
レ
ボ
ン
２
石
炭
火
力
発
電
事
業
へ
の
貸

付
を
始
め
た
こ
と
も
あ
り
、「
日
本
は
世
界
が
一

丸
と
な
っ
て
気
候
変
動
対
策
に
取
り
組
も
う
と
し

て
い
る
努
力
を
蔑な

い
が
し

ろ
に
す
る
の
か
」
と
、
会
議
場

の
前
で
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ら
が
日
本
の
姿
勢
を
厳
し
く

批
判
す
る
ア
ク
シ
ョ
ン
を
決
行
。
各
国
メ
デ
ィ
ア

も
大
き
く
取
り
上
げ
た
。

こ
う
し
た
国
際
的
な
批
判
を
真
っ
向
か
ら
受
け

た
焦
り
か
ら
か
、
日
本
政
府
は
２
０
１
８
年
１
月

に
石
炭
火
力
発
電
所
の
輸
出
に
係
る
新
方
針
を

中
川
環
境
大
臣
（
当
時
）
が
記
者
会
見
の
場
で
言

及
【
４
】。
２
０
１
８
年
７
月
に
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

基
本
計
画
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
及
び
経
済
性

の
観
点
か
ら
石
炭
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
選
択

せ
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
な
国
に
限
り
、
相
手
国
か

ら
、
我
が
国
の
高
効
率
石
炭
火
力
発
電
へ
の
要
請

が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
ル
ー
ル
も
踏
ま

え
つ
つ
、
相
手
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
や
気
候
変

動
対
策
と
整
合
的
な
形
で
、
原
則
、
世
界
最
新
鋭

で
あ
る
超
々
臨
界
圧
（
Ｕ
Ｓ
Ｃ
）
以
上
の
発
電
設

備
に
つ
い
て
導
入
を
支
援
す
る
」と
明
記
さ
れ
た
。

政
府
に
「
倣な

ら

う
」
日
本
の
民
間
企
業

︱
　
　

「
実
質
効
果
ゼ
ロ
」の
骨
抜
き
の
石
炭
火
力
方
針

日
本
政
府
が
海
外
の
石
炭
火
力
発
電
所
へ
の
新

し
い
支
援
方
針
を
示
し
た
２
０
１
８
年
以
降
は
、

日
本
の
民
間
企
業
に
お
い
て
も
、
大
手
の
生
保
、

銀
行
、
総
合
商
社
に
よ
る
新
方
針
の
発
表
ラ
ッ

シ
ュ
が
続
い
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
企
業
で
文
言
は
異
な
る
も
の
の
、
基
本
的
に
日

本
政
府
が
示
し
た
「
相
手
国
の
要
請
・
事
情
」、「
原

則
超
々
臨
界
圧
」
と
い
っ
た
玉
虫
色
の
方
針
に

な
っ
て
い
る
。

実
際
、
未
稼
働
で
あ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
バ
タ

ン
石
炭
火
力
発
電
事
業
や
チ
レ
ボ
ン
２
石
炭
火
力

発
電
事
業
、
ベ
ト
ナ
ム
・
ギ
ソ
ン
２
石
炭
火
力
発

電
事
業
、
バ
ン
フ
ォ
ン
１
石
炭
火
力
発
電
事
業
な

ど
は
、
こ
う
し
た
石
炭
方
針
を
出
し
た
多
く
の
銀

行
や
商
社
が
関
わ
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
現
場
で
の
変
化
は
何

も
起
き
て
い
な
い
の
が
実
態
だ
。
日
本
政
府
の
方

針
に
倣
っ
た
パ
リ
協
定
と
の
整
合
性
に
欠
け
た
方

針
に
し
か
な
っ
て
お
ら
ず
、
気
候
変
動
対
策
の
観

点
か
ら
は
、
何
ら
か
の
取
り
組
み
を
行
な
っ
た
と

ＣＯＰ 23 会場前で日本の石炭火力支援に反対するアクション（国際
環境 NGO FoE Japan　2017 年 11 月）
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い
う
見
せ
か
け
だ
け
の
グ
リ
ー
ン
ウ
ォ
ッ
シ
ュ

（
編
注
・
あ
た
か
も
環
境
に
配
慮
し
て
い
る
よ
う
に
ふ
る
ま

う
こ
と
）
的
な
動
き
に
留
ま
っ
て
い
る
。

「
ク
リ
ー
ン
コ
ー
ル
」
と
「
質
の
高
い
イ
ン
フ

ラ
投
資
」
の
神
話

日
本
の
石
炭
火
力
発
電
所
の
輸
出
が
批
判
さ
れ

る
理
由
は
気
候
変
動
対
策
の
視
点
か
ら
だ
け
で
は

な
い
。
日
本
の
官
民
は
、
石
炭
火
力
発
電
所
の

輸
出
を
推
進
す
る
に
あ
た
り
「
ク
リ
ー
ン
コ
ー

ル
」
を
高
ら
か
に
謳
い
、
日
本
が
誇
る
質
の
高
い

技
術
を
使
う
の
で
汚
染
は
起
き
な
い
と
強
調
し
て

き
た
。
実
際
に
は
、
相
手
国
の
緩
い
環
境
基
準
に

つ
け
こ
み
、「
最
良
で
は
な
い
」
環
境
対
策
技
術

を
輸
出
す
る
こ
と
が
常
態
化
し
て
お
り
、
地
元
で

深
刻
な
公
害
や
健
康
被
害
を
引
き
起
こ
し
て
い
る

ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
。

私
た
ちFoE Japan

が
、
Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ

Ｉ
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支
援
す
る
石
炭
火
力
発
電
所
の

う
ち
、
環
境
影
響
評
価
等
の
関
連
文
書
が
入
手
で

き
た
18
件
に
つ
い
て
、
二
酸
化
硫
黄
、
窒
素
酸
化

物
、
ば
い
塵
に
係
る
大
気
汚
染
対
策
、
排
出
濃
度

を
調
べ
、
同
様
の
関
連
情
報
を
入
手
で
き
た
日
本

国
内
の
石
炭
火
力
発
電
所
５
件
と
比
較
し
た
と
こ

ろ
、
Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
等
の
支
援
案
件
の
発
電
所
に
お
け

る
各
排
出
濃
度
が
国
内
の
発
電
所
の
も
の
よ
り
も

非
常
に
高
い
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ

た
【
５
】。

加
え
て
、
石
炭
火
力
発
電
事
業
に
よ
る
住
民
の

生
活
破
壊
や
貧
困
化
、
ま
た
、
懸
念
の
声
を
あ
げ

る
住
民
に
対
す
る
人
権
侵
害
や
弾
圧
が
起
き
て
き

た
こ
と
も
、
国
内
外
か
ら
日
本
が
批
判
を
浴
び
る

理
由
と
な
っ
て
い
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
チ
レ
ボ
ン
２
石
炭
火
力
発

電
事
で
は
、
す
で
に
稼
働
中
の
１
号
機
（
６
６
０

MW
。
丸
紅
出
資
。
Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
、Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
支
援
）
に
よ
り
、

小
規
模
な
漁
業
や
塩
づ
く
り
な
ど
住
民
の
生
計
手

段
に
大
き
な
被
害
が
も
た
ら
さ
れ
て
き
た
。
２
号

機
の
建
設
が
進
め
ば
、
生
活
が
も
っ
と
苦
し
く
な

る

︱
住
民
は
さ
ら
な
る
被
害
を
食
い
止
め
よ
う

と
、
２
号
機
計
画
に
反
対
す
る
環
境
訴
訟
を
地
元

で
開
始
。
そ
の
結
果
、
２
０
１
７
年
４
月
、
２
号

機
の
環
境
許
認
可
が
取
り
消
さ
れ
、
同
事
業
が
違

法
で
あ
る
こ
と
が
確
定
し
た
。

し
か
し
、
丸
紅
や
Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
（
東
電
・
中
部
電
力
）

が
出
資
す
る
事
業
者
は
、
住
民
が
知
ら
ぬ
間
に
発

行
さ
れ
た
新
・
環
境
許
認
可
の
下
、
同
事
業
の
建

設
作
業
を
継
続
。
ま
た
、
住
民
勝
訴
の
判
決
一
日

前
に
融
資
契
約
を
締
結
と
い
う
前
代
未
聞
の
決
定

を
行
な
っ
た
Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
や
民
間
銀
行
は
、
新
・
許

認
可
に
対
す
る
住
民
訴
訟
が
再
び
起
こ
さ
れ
る
こ

と
を
知
り
つ
つ
、
２
０
１
７
年
11
月
に
巨
額
融
資

の
支
払
い
を
始
め
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
開
催
期
間
中
で
あ
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
国
際
的
に
も
批
判
の
声
が
あ
げ

ら
れ
た
【
６
】。

チレボン石炭火力発電所１号機に隣接する塩田。発電所の稼働後、塩に粉塵が混じるようになり、収入に影響が出てい
る。（国際環境 NGO FoE Japan ／インドネシア環境フォーラム　2015 年８月）
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特
集
　
金
と
メ
ン
ツ
の
環
境
政
策
に
決
別
を
！

石
炭
火
力
発
電
所
の
輸
出
戦
略
の
問
題
を
直

視
し
、
早
急
な
見
直
し
を

気
候
危
機
が
進
行
す
る
中
、
日
本
の
官
民
の
銀

行
が
依
然
融
資
を
継
続
し
、
数
々
の
石
炭
火
力
発

電
事
業
を
海
外
で
後
押
し
し
て
い
る
姿
勢
が
国
際

的
な
批
判
を
浴
び
な
い
わ
け
は
な
い
。
気
候
変
動

の
現
実
に
向
き
合
お
う
と
し
な
い
、
実
質
効
果
ゼ

ロ
の
石
炭
火
力
方
針
を
い
く
ら
出
し
て
も
、
パ
リ

協
定
の
国
際
的
な
目
標
達
成
に
は
何
ら
貢
献
で
き

な
い
。

さ
ら
に
、「
質
の
高
い
イ
ン
フ
ラ
投
資
」
の
促

進
を
謳
い
つ
つ
、
日
本
の
官
民
が
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
を
利
用
し
た
公
害
輸
出
を
依
然
続
け
て
い

る
実
態
、
そ
し
て
、
事
業
に
よ
っ
て
多
く
の
現
地

住
民
の
生
活
が
貧
困
化
し
、
懸
念
の
声
を
あ
げ
る

住
民
に
対
す
る
人
権
侵
害
や
弾
圧
が
続
い
て
い
る

現
状
も
看
過
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。

日
本
政
府
に
対
し
て
は
、
気
候
変
動
対
策
と
い

う
の
で
あ
れ
ば
、
ま
ず
は
自
国
の
排
出
の
大
幅
削

減
、
そ
し
て
地
元
住
民
の
意
思
や
人
権
を
尊
重
し

た
形
で
の
支
援
策
の
実
施
が
強
く
求
め
ら
れ
る
。

（
は
た
え
・
ほ
づ
え
、
ふ
か
く
さ
・
あ
ゆ
み
／
国
際
環
境

N
GO

 FoE Japan 

開
発
と
環
境
チ
ー
ム
）

注【１
】 http://w

w
w

.kantei.go.jp/jp/singi/keikyou/dai37/

siryou2.pdf

【
２
】 https://w

w
w

.nrdc.org/resources/pow
er-

shift-g20-international-public-finance-from
-coal-

to-renew
ables

【
３
】 https://sekitan.jp/jbic/finance

【
４
】 

中
川
大
臣
記
者
会
見
録
（
平
成
30
年
１
月
26
日
）

https://w
w

w
.env.go.jp/annai/kaiken/h30/0126.

htm
l

【
５
】 

デ
ー
タ
の
全
内
容
は
左
記
参
照
の
こ
と
。「
Ｊ
Ｂ
Ｉ

Ｃ
支
援
（
予
定
）
の
海
外
の
石
炭
火
力
発
電
所
と
日
本

の
石
炭
火
力
発
電
所
と
の
環
境
対
策
技
術
比
較
」

 
h

ttp
s://sek

itan
.jp

/jb
ic/w

p
-con

ten
t/

uploads/2019/01/C
om

parison-of-pollution-
control-tech-btw

-Japan-overseas_v12_jp.pdf

【
６
】 「
パ
リ
協
定
」
１
・
５
℃
目
標
に
反
す
る
恥
ず
べ
き
日

本
の
石
炭
政
策　
Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
大
型

石
炭
火
力
発
電
所
新
設
計
画
に
貸
付
を
実
行
（
22
ヵ
国

２
９
６
団
体
賛
同
）

 
http://w

w
w

.foejapan.org/aid/jbic02/
cirebon/171116.htm

l

市
民
意
見
広
告
運
動
の

ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
刷
新
と
新
ロ
ゴ
マ
ー
ク

市
民
の
意
見
30
の
会
・
東
京
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
刷
新
に

続
き
、
市
民
意
見
広
告
運
動
の
ペ
ー
ジ
も
新
し
い
内
容
・

体
裁
に
な
り
ま
し
た
。
明
る
い
緑
色
が
基
色
で
、
デ
ザ
イ

ナ
ー
桜
井
雄
一
郎
氏
作
の
市
民
意
見
広
告
運
動
の
新
ロ
ゴ

マ
ー
ク
を
使
っ
て
い
ま
す
。

保
護
さ
れ
た
通
信
に
対
応
し
、
Ｐ
Ｃ
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
そ
れ
ぞ
れ
に
適
し
た
画
面
が
表
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
（
写
真
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
画
面
）。

https://w
w
w
.ikenkoukoku.jp

「
最
新
情
報
」
の
他
、「
こ
れ
ま
で
の
意
見
広
告
」
ペ
ー

ジ
で
は
２
０
０
３
年
以
来
新
聞
紙
上
に
掲
載
し
て
き
た
こ

れ
ま
で
の
意
見
広
告
す
べ
て
の
縮
小
画
像
・
本
文
・
掲
載

紙
名
・
賛
同
者
数
が
参
照
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、「
販
売
物
」
ペ
ー
ジ
か
ら
「
9
条
バ
ッ
ジ
」
な
ど

の
グ
ッ
ズ
注
文
が
可
能
に
な
り
、「
お
問
い
合
わ
せ
」
か
ら

は
事
務
局
あ
て
に
問
い
合
わ
せ
や
賛
同
呼
び
か
け
チ
ラ
シ

請
求
の
メ
ー
ル
を
直
接
送
信
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ご
活
用
く
だ
さ
い
。	

（
事
務
局
：
岡
本
和
之
）


	



